
No. 自治体 指定 申　請　者 助成額

円

1 福島 市 遍照院 500,000

2 群馬 市 清見寺 500,000

3 福井 県 称名寺 368,000

4 京都 府 石清水八幡宮 500,000

5 大阪 市 大念寺 500,000

6 兵庫 県 隆国寺 500,000

7 高知 県 大野見竹原地区 95,000

8 熊本 県 満願寺 500,000

3,463,000

9 岩手 県 宝持院 500,000

10 宮城 市 金成ハリストス正教会 600,000

11 山形 県 川口地区 区長 500,000

12 茨城 県 鹿島神社 500,000

13 埼玉 市 平林寺 500,000

14 千葉 県 光明院 500,000

15 新潟 県 大日孁神社 423,000

16 山梨 市 沢登区 600,000

17 岐阜 県 十五社神社 500,000

18 滋賀 県 三所神社 500,000

19 奈良 県 御霊神社 600,000

20 鳥取 県 齋藤　信子 500,000

21 島根 県 須佐神社 600,000

小　計（8件）

鹿島神社本殿保存修理事業

朝宮三所神社の座建物保存修理事業

御霊神社本殿保存修理事業

小川家住宅（ビン詰場）保存修理事業

須佐神社本殿建造物保存修理事業

    中から、２８件について助成を行った。

遍照院絹本著色両界曼荼羅（金剛界曼荼羅）修復事業

清見寺釈迦如来涅槃像修復事業

称名寺絹本著色聖徳太子絵伝保存修理事業

平林寺惣門保存修理事業

石清水八幡宮近代社務関係資料保存修理事業

金成ハリストス正教会聖使徒イオアン聖堂保存修理事業

満願寺文書保存修理事業

宝持院山門保存修理事業

大念寺十一面観音菩薩立像保存修理事業

隆国寺障壁画保存修理事業

川口八幡神社保存修理事業

【建造物】

光明院阿弥陀堂保存修理事業

大日堂保存修理事業

大野見竹原熊野神社の熊野三山本地仏懸仏（三面）保存修理事業

　　　国内文化財の保存修復助成事業として、２９府県教育委員会等から推薦のあった５５件の

令和７年度 事 業 報 告 書
（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで)

１．事業の状況

　　定款第４条の定めに従い、次の事業を行った。

（１）文化財保存修復助成事業

事　　業　　名

【美術工芸】

沢登六角堂保存修復事業

十五社神社本殿保存修理事業



22 鹿児島 県 東郷　実昌 500,000

23 沖縄 県 摩文仁　謙太郎 441,000

7,764,000

24 富山 県 八尾町西町曳山保存会 500,000

25 石川 市 八日市町曳山行事保存会 45,000

26 長野 県 松本市里山辺下金井町会 600,000

27 愛知 町 富貴区 500,000

28 愛媛 県 俵津文楽保存会 50,000

1,695,000

12,922,000

No. 助成額

円

1 堤　　亮介
大分県立芸術文化短
期大学国際総合学科
講師

600,000

2 小松　美鈴

身延町教育委員会生涯
学習課／甲斐黄金村・
湯之奥金山博物館
主幹／学芸員

600,000

3 吉村　誠司
東京藝術大学
美術学部
教授

600,000

4 石井　美恵
佐賀大学
准教授

600,000

5 平沼　孝啓
（特非）アートアンド
アーキテクトフェスタ
代表理事

600,000

6 大谷　省吾

（独）国立美術館国立
アートリサーチセン
ター　作品活用促進グ
ループリーダー

450,000

7 前原　恵美

（独）国立文化財機構
東京文化財研究所無
形文化遺産部
無形文化財研究室長

600,000

8 上妻 みのり

東京藝術大学大学院
美術研究科文化財保
存学専攻（建造物）
博士後期課程

360,000

茅小屋金山の実態解明

江戸時代後期の大規模民家における特殊な構法と
その形成過程

旧東郷医院保存修理事業

摩文仁家の墓保存修理事業

【有形民俗】

      文化財の保存修復及び芸術に関する調査研究、成果の発表、国際交流事業の実施等に対する

    助成事業として申請のあった４１件の中から、１９件の事業に対して助成を行った。

事　　業　　名 申　請　者

【研究・事業】

八日市町曳山展示修理事業

里山辺お船祭りのお船（下金井町会）保存修理事業

小　計（5件）

合　　計（28件）

（２）芸術研究等助成事業

大分市弥栄神社 祇園祭礼図絵馬の復元と模写に係
る調査研究

国宝「信貴山縁起絵巻」現状模写研究

染織文化財の保存にたずさわる人のサイエンスリテラ
シー研修

「文化財保存修復に関するワークショップ－額縁の歴
史・技法と保存修復について－」および講演会

公開シンポジウム「技・材料・環境保全－能管からみ
る伝統楽器の課題－（仮）」

武豊町有形民俗文化財保存修理事業

小　計（15件）

八尾町祭礼曳山保存修理事業

俵津文楽人形頭、衣裳、道具一式保存修理事業

建築学生ワークショップ日本国際博覧会2025



9 松浦 一之介
国立文化財機構東
京文化財研究所
アソシエイトフェロー

337,000

10 藤井　郁乃
帝京大学文化財研
究所
助教

600,000

11 荒木　臣紀
奈良国立博物館
上席研究員

405,000

12 渕上 貴由樹

佐賀大学
理工学部理工学科
（建築環境デザイン
コース）

450,000

13 伊藤　弘之
日本大学
芸術学部
教授

540,000

14 増田　勝彦
（特非）文化財保存
支援機構
理事

450,000

15 井戸　美里
京都工芸繊維大学
准教授

600,000

16 大井　浩明
（一社）全日本ピアノ
指導者協会
会員

450,000

17 朽木　順綱
京都工芸繊維大学
デザイン・建築学系
教授

600,000

18 盧　　慶順
東京藝術大学
音楽学部
准教授

585,000

19 楠田　健太
東京藝術大学
演奏藝術センター
准教授

600,000

10,027,000

10,027,000

No. 助成額

円

1 蘇　伯民 敦煌研究院院長 1,000,000

事　　業　　名

（３）国際協力事業

      文化財の保護及び芸術文化に関する国際的な協力・交流、人材養成事業など申請のあった

　　７件の事業の中から、４件の事業に対して助成を行った。

申　請　者

文化財保存修復専門家育成のためのインターン事業

合　　計（19件）

小　計（19件）

蓬萊園に関する基礎的研究

『水底の文化遺産：湖底遺跡調査の最新動向』につ
いてのシンポジウムの開催

硝酸セルロース映画フィルムの安全かつ現実的な保
存方法の確立に向けた研究

茅葺き民家の保全にむけた佐賀県多久市における
地域的調査研究

アンサンブル・コンテンポラリー α 2025年度公演

近代の文化遺産としての「松楓殿」―高峰譲吉別邸
をめぐる建築・美術・工芸に関する総合的研究―

【国際協力事業】

フランツ・リストの轍、その啓行と跛行 （全5回）Liszt

Ferenc nyomában, látomásai és vívódásai

京都祇園祭における山鉾建造技術継承のためのデ
ジタルアーカイブ構築

邦楽囃子の楽器製作に関する研究調査〜麻紐に焦
点をあてて

劇付随音楽《アルルの女》

敦煌研究院より研究員招致（樊雪崧氏）
2025年10月1日～2026年9月30日



2 北田　克己
金沢美術工芸大学
客員教授

600,000

3 三浦 麻衣子
（公財）山梨文化財
研究所
研究員

600,000

4 大村　幸弘
（公財）中近東文化セ
ンター附属アナトリア
考古学研究所　所長

600,000

155,050

2,955,050

    となる。一方で、ファンドレイジングの必要性を認識しながらも、基本的な知識が足りていな

    い、具体的な動き方や相談先が分からない、といった文化財所有者も多く、より持続可能な文

    化財の保存・活用を目指して、ファンドレイジング活動支援を実施する。

　　②　活動支援の基本スキーム

    　ファンドレイジングの専門家（文化財保存活用コーディネーター）との継続的なミーティン

    グ（全３回）を通して、文化財所有者自身の資金調達に関する取組を前進させるもの。

　　③　申請資格

　　する大礼服であり、現存する最古の昭憲皇太后所用の第一礼装である。貴重な歴史資料であり、

合　　計（4件）

    　国指定等文化財、国登録文化財の所有者（又は管理者）

    　※ファンドレイジングを学び、自身の資金調達能力向上を図る意思があること。

　　④　活動支援件数

    　支援希望者を公募し、１７件の文化財所有者に支援を行った。

　　　大聖寺門跡所蔵の昭憲皇太后大礼服は、明治時代の西欧化、社会変化、殖産興業などを表象

　①　昭憲皇太后大礼服研究修復復元支援事業

　　近代日本の象徴的遺産として文化財的価値が高い。

（５）重点助成事業

　　①　事業趣旨・背景

    　文化財の維持・継承には多額の費用がかかり、一部は文化財所有者が担うことになる。文化

    財を後世に残していくためには、戦略的かつ持続的なファンドレイジング（資金調達）が必要

（別途支給経費）
○敦煌研究院からの研究員来日・帰国旅費

トルコ共和国古代遺跡出土遺物、遺構の保存、修復
と若手専門家の養成

書画文化財の制作基盤及び保存修復技法材料に関
する国際的共同研究ネットワークの構築

キルギス共和国アク・ベシム遺跡出土品の保存修復
と修復処置後の保存環境に関する人材育成と技術移
転

（４）官民共創による寄付促進の仕組み「文化財サポーターズ」事業

　　　文化庁と連携した文化財サポーターズ事業「文化財所有者（又は管理者）のための文化財の

    保存・活用のためのファンドレイジング（資金調達）活動支援」事業を行った。

　　　経年劣化著しい大礼服の修復、欠失している部分（スカート）の復元のため、令和元年度か



No. 助成額

円

1 3,807,399

3,807,399

No. 助成額

円

1 122,726,780

122,726,780

事　　業　　名 申　請　者

　・社殿耐震塗替工事
　・京都市電２号電車修繕工事

平安神宮　宮司　鷲　尾　隆　久

合　　計（1件）

　　本で初めて重要文化財に指定された車両、通称チンチン電車の維持保存を目的とする記念事業

　　により、令和７年度から令和１２年度まで社殿等保存修復事業を実施する。

　　　令和７年度は６年計画の１年目であり、下記の助成を行った。

　　３月１５日には御鎮座１３０年の式年を迎えた。

　　　平安神宮百三十年祭として、平成２２年に国の重要文化財に指定された大極殿をはじめとす

　昭憲皇太后大礼服研究修復復元支援事業
　　国際シンポジウム後、成果報告書を刊行
　　『皇后がまとう明治の美』
　　　日本語版1500部、英語版500部

昭憲皇太后大礼服研究修復復
元プロジェクト実行委員会

合　　計（1件）

事　　業　　名

　　　　　配 布 先：都道府県教育委員会、美術館・博物館、文化財研究機関、芸術系大学、

（６）シンポジウム等の開催事業、その他普及広報活動

　　　文化財の保護及び芸術振興に関する啓蒙活動、国際交流、広報活動として広報誌の発行、

　　文化交流フォーラムの開催、その他普及広報活動に関連し次の事業を行った。

　　①　広報誌｢絲綢之路｣の発行

　　　　　第１０８号（２０２５－夏）　　令和　７年　６月２５日発行

　　　　　第１０９号（２０２５－秋）　　令和　７年１０月２８日発行

　　　　　第１１０号（２０２６－新春）　令和　８年　１月２６日発行

　　　　　発行部数：各２，０００部

　　る建造物を完全な形で後世に引き継ぐべく塗替え工事を行い、更に令和２年に路面電車では日

　　ら令和７年度まで募金を行い昭憲皇太后大礼服の研究・修復・復元事業を実施する。

　②　平安神宮百三十年社殿等保存修復事業

　　　平安神宮は平安京の祖神桓武天皇を奉祀する神宮として明治２８年に創建され、令和７年

申　請　者

　　　令和７年度は７年計画の７年目であり、下記の助成を行った。



　　　　　エ）「第12回湘南アール・パレ展」を後援

　　　　　　　　会　場：平塚市美術館

　　　　　　　　主　催：アール・パレ実行委員会

　　　　　　　　後　援：ICOM（国際博物館会議）日本委員会、神奈川県教育委員会ほか

　　　　　　　　会　場：妙高高原メッセ

　　　　　　　　主　催：妙高市・妙高市教育委員会

　　　　　　　　後　援：新潟県上越地域振興局、「社明運動」新潟県推進委員会ほか

　　　　　テーマ：「映像（アニメーション）による文化交流」

　　④　講演会・シンポジウム・展覧会等の後援及び共催

　　②　日中韓文化交流フォーラムの開催

　　　　　　　　　　新聞社、支援者、賛助会員、理事・評議員、その他関係者に配布

　　　　　期　間：令和７年１０月２２日（水）～１０月２５日（土）

　　　　　会　場：日本（和歌山県和歌山市）

　　　　　行　事：第１８回日中韓文化交流フォーラム

　　③　第７５回社会を明るくする運動「～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域の

　　　　　主　催：“社会を明るくする運動”中央推進委員会ほか

　　　　　ウ）文化財保護・支援プロジェクト

　　　　　　　　会　場：品川区Ｏ美術館

　　　　　　　　主　催：特定非営利活動法人「日本国際文化遺産協会」、同展実行委員会

　　　　　　　　後　援：文化庁、（公財）文化財建造物保存協会ほか

　　　　　　　～拡げよう文化の輪・芸術は地球を救う！～展を後援

　　　　　　　27周年「文化人・芸能人の多才な美術展」2025（Entertainment Art Exhibition）

　　　　チカラ～」に協力

　　　　　　　　主　催：読売新聞社

　　　　　　　　後　援：文化庁、大阪府教育委員会、独立行政法人国立文化財機構ほか

　　　　　ア）「文化遺産 保存・継承　第19回読売あをによし賞」を後援

　　　　　イ）「妙高芸術祭四季彩芸術展」を後援

　　　　　オ）「第11回アール・パレ展　最優秀賞受賞記念」を後援

　　　　　　　　主　催：アール・パレ実行委員会

　　　　　　　　会　場：長野県立美術館



　　　　　ク）第75回社会を明るくする運動「匠に学ぶワークショップ」を共催

　　　　　　　　会　場：東京藝術大学アーツ＆サイエンスラボ球形ホール

　　　　　　　　主　催：法務省、国立大学法人東京藝術大学ほか

　　　　　　　　共　催：更生保護法人日本更生保護協会、台東区保護司会ほか

　　　　　　　　　　　　（公財）日本博物館協会、（一社）文化財保存修復学会ほか

　　　　　キ）「令和７年度文化財保存修復を目指す人のための実践コース」を後援

　　　　　　　　後　援：独立行政法人国立文化財機構 東京国立博物館、

　　　　　　　　主　催：特定非営利活動法人 文化財保存支援機構

　　　　　カ）「第13回千葉アール・パレ展」を後援

　　　　　　　　会　場：千葉市美術館

　　　　　　　　主　催：アール・パレ実行委員会

　　　　　　　　後　援：ICOM（国際博物館会議）日本委員会、千葉県教育委員会ほか


